
                                                                                                                                                                                                                                                            

令和５年第 10回 清瀬市まちづくり委員会議事要旨 

 

【開催日時等】 

 日時：令和５年１０月２４ 日（火）午後６時から８時 

 場所：清瀬市役所４階研修室 

 

【出席委員】 

 関根委員長、竹内副委員長、朝倉委員、井澤委員、上村委員、有働委員、大森委員、菊谷

委員、佐合委員、佐々木委員、関委員、田鹿委員、花岡委員、前川委員、望月委員、柳瀬

委員、山村委員 

 事務局：市民協働課長、協働係係長、協働係主任 

 

【配布資料】 

 提案者への報告（No. 32、33） 

 清瀬市まちづくり基本条例に関する条例運用状況調査 

 過去提言の状況確認調査 

 街頭アンケート総括等 

 まちづくりフォーラムスケジュール案及びチラシ 

 市長提言に向けた提言書 

 

【議事】 

１ 開会 挨拶 

２ 事務局より 

（１）配布資料の確認 

（２）令和５年第９回議事要旨の確認 

   修正なし。ホームページに掲載する。 

３ 前回の振り返り 

４ 報告事項 

（１）運営委員会報告 

（２）「清瀬市まちづくり基本条例に関する提案」の審議結果について（報告） 

   提案 No.20～31送付済 

（３）清瀬市まちづくり基本条例に基づく調査について 

（４）新規提案 → なし 

（５）１２月まちづくりフォーラムについて → 内容の確認 

（６）まちづくりアンケート → 配布資料について意見があれば事務局へ 

５ 審議事項 

（１）提案 No.32、33への報告 



 <結果> 

  賛成多数により事務局が追記したものを提案者へ送付する。 

  ア 提案№32 

    決議 賛成：14人 反対：０人 白票：０人 欠席：６人 

    結果 可決 

  イ 提案№33 

    決議 賛成：14人 反対：０人 白票：０人 欠席：６人 

    結果 可決 

（２）提案 No.34、35の取扱いについて 

  ア 提案 No.34事務局案件で回答を作成し送付する。 

    決議 賛成：14人 反対：０人 白票：０人 欠席：６人 

    結果 可決 

  イ 提案 No.35担当部署案件として取扱う。 

    決議 賛成：14人 反対：０人 白票：１人 欠席：５人 

    結果 可決 

６ 協議事項 

（１）市長への提言書について 

   →提案審議グループより説明 

 〈意見〉 

  委 員 小中学校の出前コンサートはプロの方々が来て行われていたが、現在は小学

５年生のみ。未来の子どもたちには音楽は必要。  

  委 員 事務局に質問→提言書の中身が多岐にわたっているので検討する担当部署は

複数となるのではないか。 

  事務局 多岐にわたるのではなく、施策や事業を絞って整理してもらった方が良い。

教育施策として展開していくのか、それとも都市格を中心に展開としていくの

か検討してほしい。 

  委 員 提言を受けてもらう部署がないと提言が実現されることはないと考えられる。

市が文化のまちの施策として受けてもらえるのか、行政の心づもりがないと無

理ではないか。 

  委 員 施策として計画に明記してほしいという部分は提言にふさわしいと思うが、

計画の中に入れないとダメなのか。 

  委 員 提言書 P8太字の部分が大事であるとは思うが、担当する部署を設置すること

は難しいと思う。プロジェクトチームを立ち上げて進めていくことでもいいの

ではないか。 

  委 員 「市の現状と課題」の一文「特に、音楽関連・・・十分でない状況があるよう

に思われます」については、現状分析として、所沢市や小平、東久留米市と例

を挙げているが、何か数値的に比較できる数値的根拠を文章に含めたものにす

ると説得力のある、根拠のある、現状分析文章になると思った。 



また、文末【具体的な施策や支援事業は見受けられません】と表現している

が、「～見受けられません。」という文末になると現状説明だと感じた。起承転

結の結が、現状分析説明のように感じ「課題を伝えていない」と受けとってし

まった。そのうえで、市の現状＝現状問題、現状分析と課題＝何かを乗り越え

るためのステップや一歩進む、一段あがる内容の表現を別項目で記載した方が

分かりやすく伝わりやすいと思った。 

（２）グループワーク 

  ア 提案審議グループ 

   ①本日いただいた委員の意見を踏まえ、再度提言書を見直す。 

   ②各担当を決めて発表する原稿を作成する。 

  イ 条例審査グループ 

   ①市長が出席すべきフォーラムにしたい。 

   ②条例運用調査は各課から回答をいただいたが、令和３年度にはあったが令和４年

度では記載されていない審議会等もあり、調査には令和３年度の審議会等も入れ

て空欄部分も無くすよう再調査をお願いしたい。 

  ウ ＷＳグループ 

   ①フォーラムについて細かな部分を確認した。 

   ②タイムスケジュール案への意見があればいただきたい。 

  <意見> 

  委 員 当日の順番についてはＷＳグループに一任する。 

７ 次回開催 

  令和５年 11月 28日(火)午後６時～８時 

  清瀬市役所 研修室 

８ 閉会 


